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お酒が肝臓に悪いということは、ほとんどの方が知っているのではないかと思います。 

お酒の飲み過ぎにより脂肪が肝臓にたまり、脂肪肝と呼ばれる状態になり、多飲が長期に

続くと、肝炎や肝硬変などの病気になることがあります。しかし、実はお酒をあまり飲ま

ない人でも同じような肝臓の病気になることがあります。 

このようにお酒をあまり飲まない人の脂肪肝から脂肪肝炎や肝硬変に進行した状態までを

含む一連の肝臓病のことを「非アルコール性脂肪性肝疾患」といい、全国で 1,000万人以

上いると考えられています。その多くは、肥満、糖尿病、脂質異常症、高血圧を伴ってい

ます。非アルコール性脂肪性肝疾患の 80～90％は脂肪肝のままで、病気はほとんど進行し

ません。残りの 10～20％の人は「非アルコール性脂肪肝炎」と呼ばれ、徐々に悪化し、肝

硬変に進行したり、肝がんを発症したりすることもあります。 

肝臓はよく“沈黙の臓器”といわれるように、進行してもまったく症状がないことが多い

ので、「脂肪肝の疑いがあります」といわれたら、専門の医療機関を受診して、詳しい検

査を受けていただくことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

動脈硬化とは、血管内に脂肪などが蓄積し、血管が硬く・もろく・狭く・血流が悪くなった状態

を言います。動脈硬化は、血管の老化と言われ、子供のころから始まっていますが、無症状で進行

し、ある日突然、脳血管障害(脳梗塞，脳出血)や心血管障害(狭心症や心筋梗塞)などの疾患として

発症することのある怖い病態です。動脈硬化を進行(悪化)させる危険因子として、以下のようなも

のが挙げられます。[脂質]では、LDL(悪玉)コレステロール(特に小型 LDL コレステロール)が多く、

HDL(善玉)コレステロールが少ないと、血管壁に入りこむコレステロールが多くなり、また、中性

脂肪が多いと小型 LDLコレステロールを増やして、すべて動脈硬化が進行します。 

[高血糖]においては、血管内壁への付着物(白血球など)が増え動脈硬化が進行するとともに、血

液中の脂質や糖分が増えるため血液の粘調度があがり、血栓ができやすくなります。 

[肥満]における内臓脂肪は、増えるほどその細胞が動脈硬化を促進するホルモンを多く放出しま

す。[高血圧]は、血管内壁を傷つけ、動脈硬化を促進するとともに、血栓ができやすくなりま

す。[喫煙]も動脈硬化を大きく促進します。 

これらの危険因子の(必要な場合は)治療を行い、日常の生活習慣を改善することで、少しでも動

脈硬化の進行を阻止していくことがとても重要となります。 
 

 

 
 

 

 

月経前のイライラや情緒不安定、むくみ、体重増加など精神的あるいは身体的症状の

ことを生理前症候群(ＰＭＳ)といいます。 

症状の種類は 200 種類以上で個人差もあるのが特徴です 

個人差はありますが月経前の 3 日から 10 日前の間に起こります。 

ほとんどの場合が月経の開始に伴い、症状が軽快していくことが特徴です。 

日本では約 80％の女性が月経前症候群の何らかの症状を持ち約 5.4％が生活に支障を

きたしていると言われています。原因ははっきりとわかっていませんが女性ホルモンの

変動がかかわっているとされています。 

多くの女性が月経前はそういうものだと感じていて何も対処法をしていないことが

多いですが、食事や運動、医薬品（漢方薬、サプリ、低用量ピルなど）で軽快すること

があります。 

毎月の事と我慢せず、生理前症候群(ＰＭＳ)かもしれないと気になった方は是非一度

医療機関でご相談してみてください。 
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